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議　会　日　誌
本 会 議 ル ポ
議　決　結　果
や　ま　ば　と
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市
議
会
・
委
員
会
を

　
　

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

市
議
会
・
委
員
会
は
誰
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。

　

本
会
議
は
、
市
役
所
4
階
傍
聴

席
入
口
で
住
所
、
氏
名
を
記
入
す

る
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

本
会
議
を
傍
聴
さ
れ
る
方
へ
の

手
話
通
訳
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
、
事
前（
概
ね

5
日
前
ま
で
）
に
議
会
事
務
局
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

委
員
会
は
、
傍
聴
席
の
関
係
で

5
人
ま
で
傍
聴
で
き
ま
す
。尚
、
5

人
を
超
え
た
時
は
、別
室
で
音
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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今
回
の
12
月
定
例
会
は
、
12
月
5
日
に
開
会
し
、
市
長
職
務
代
理
者
か
ら
報
告
案
件
1

件
と
議
案
8
件
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
で
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
9
月
定
例
会
で
閉
会
中
の
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託
し
た
平
成
22
年
度
決
算
9

件
に
つ
い
て
も
認
定
し
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
の
本
会
議
で
は
、
池
田
市
長
選
挙
に
出
馬
す
る
小
南
副
市
長
の
退
職
の
期
日

に
つ
い
て
承
認
し
、
人
事
案
件
1
件
に
つ
い
て
も
同
意
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

月
定
例
会

12

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
お

年
寄
り
の
安
否
確
認
に
供
す
る
電

算
委
託
料
や
地
域
支
え
合
い
体
制

づ
く
り
を
す
す
め
る
費
用
（
５
９

０
万
円
）
、
生
活
保
護
費
の
増
額

（
７
８
０
０
万
円
）
、
大
阪
府
の

み
ど
り
の
風
構
想
に
伴
う
図
面
作

成
委
託
料
（
１
１
０
万
円
）
、
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
（
４

１
０
万
円
）
、
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
建
設
に
伴
う
備
品
購
入
費
等（
２

４
８
９
万
円
）
、
竹
安
災
害
対
策

基
金
へ
の
積
立
金
（
８
０
０
０
万

円
）
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
の
市
長
選
挙
執
行

に
関
わ
る
補
正
予
算
２
９
４
６
万

円
の
専
決
処
分
が
報
告
さ
れ
、
こ

れ
も
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
以
外
の
7
議
案
は
、

市
民
の
方
よ
り
災
害
対
策
に
頂
い

た
８
０
０
０
万
円
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
る
た
め
の
条
例
制
定
、

旧
城
山
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
を
改
修

し
教
育
セ
ン
タ
ー
と
す
る
条
例
制

定
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
の

給
与
条
例
の
一
部
改
正
、
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
一
部
の
部
屋

の
使
用
料
を
無
料
と
す
る
同
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
、
道
路
法

施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
道
路

占
用
料
条
例
の
一
部
改
正
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
利
用
条
例
の
廃

止
、
上
方
落
語
資
料
展
示
館
指
定

管
理
者
の
指
定
が
提
出
さ
れ
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

12
月
の
池
田
市
長
選
挙
に
出
馬

し
た
小
南
副
市
長
の
退
職
の
期
日

に
つ
い
て
、
市
議
会
と
し
て
13
日

の
終
了
を
も
っ
て
退
職
す
る
こ
と

を
承
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
自
治
法
第

１
６
５
条
の
規
定
に
お
い
て
、
市

長
の
職
務
代
理
者
で
あ
る
副
市
長

は
、
退
職
し
よ
う
と
す
る
日
の
20

日
前
ま
で
に
、
議
長
に
申
し
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
議
会
の
承

認
を
得
た
と
き
に
は
そ
の
期
日
前

に
退
職
で
き
る
と
し
て
い
る
た
め

で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
４
４
０
０
万
円
追
加

補
正
予
算
以
外
の
7
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決

副
市
長
の

退
職
の
期
日
に
関
す
る
承
認
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9
月
定
例
会
に
提
出
が
あ
り
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願

5
件
及
び
、
12
月
定
例
会
に
提
出

の
あ
っ
た
陳
情
2
件
と
請
願
6
件

は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
し
、
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。

9
月
定
例
会
提
出
分

＊
「
学
校
施
設
再
編
整
備
計
画
」

の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
請
願

＊
「
学
校
施
設
再
編
整
備
計
画
」

の
撤
回
を
求
め
る
請
願

＊
「
小
中
一
貫
教
育
」
の
名
に
よ

る
学
校
統
廃
合
に
反
対
す
る
請

願
＊
学
校
施
設
再
編
整
備
計
画
に
関

す
る
請
願

＊
「
学
校
施
設
再
編
整
備
計
画
」

と
「
小
中
一
貫
教
育
」
に
関
す

る
請
願

12
月
定
例
会
提
出
分

＊
細
河
中
学
校
、
細
河
小
学
校
、

伏
尾
台
小
学
校
の
小
中
一
貫
を

推
進
す
る
陳
情
（
2
件
）

＊
「
学
校
施
設
再
編
整
備
計
画
」

に
関
す
る
請
願

＊
緑
丘
小
学
校
の
存
続
を
求
め
る

請
願

＊
神
田
小
学
校
の
存
続
を
求
め
る

請
願

＊
伏
尾
台
小
学
校
の
存
続
を
求
め

る
請
願

＊
池
田
市
の
学
校
統
廃
合
反
対
、

「
学
校
施
設
再
編
整
備
計
画
」

の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
請
願

＊
学
校
施
設
再
編
整
備
計
画
に
関

す
る
請
願

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
次

の
意
見
書
を
採
択
し
、
国
の
関
係

機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
等

ワ
ク
チ
ン
助
成
の
継
続
と
国
の
制

度
化
を
求
め
る
意
見
書
」

《
意
見
書
と
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
い
て
地
方
公
共
団
体

の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
意
思
を
国
会
や
関
係
行
政

庁
に
伝
達
す
る
た
め
提
出
す
る
文

書
を
い
い
ま
す
。
》
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請
願
・
陳
情

意　

見　

書

10
月
４
日　

決
算
説
明
会

10
月
14
日　

土
木
消
防
委
員
会

10
月
20
日　

厚
生
委
員
会

10
月
24
日　

文
教
病
院
委
員
会

10
月
26
日　

総
務
委
員
会

10
月
28
日　

各
派
代
表
者
会
議

11
月
３
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
月
４
日　

市
議
会
本
会
議

11
月
14
日　

市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

11
月
30
日　

各
派
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
月
５
日　

市
議
会
本
会
議

　
　
　
　
　

市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

12
月
６
日　

市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

12
月
８
日　

文
教
病
院
委
員
会

12
月
13
日　

各
派
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

市
議
会
本
会
議　

12
月
26
日　

各
派
代
表
者
会
議

１
月
12
日　

市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

１
月
19
日　

市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

10　

月

11　

月

12　

月

1　

月

議　
　

会　
　

日　
　

誌
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海
溝
型
地
震
又
は
直
下
型
地
震

に
よ
る
本
市
に
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
す
災
害
の
発
生
に
備
え
る
と
と

も
に
、
当
該
災
害
発
生
後
の
応
急

対
策
及
び
復
旧
に
必
要
な
経
費
に

充
て
る
基
金
を
、
設
置
す
る
た
め

の
条
例
制
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
中
で
、
今
回
８
０
０
０

万
円
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る

が
、
基
金
の
目
標
額
や
予
定
額
等

の
上
限
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

積
み
立
て
る
額
は
予
算
に
定
め
る

額
と
し
、
今
後
、
新
た
な
寄
附
金

が
あ
っ
た
場
合
は
、
予
算
措
置
に

よ
り
基
金
の
積
み
増
し
も
可
能
と

す
る
。

　

今
回
、
寄
付
者
の
功
績
や
善
行

を
た
た
え
基
金
名
に
個
人
名
を
付

け
、
財
産
維
持
の
た
め
に
設
置
し

た
が
、
今
後
は
、
災
害
対
策
の
一

つ
と
し
て
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
も
図
っ
て
行
く
予
定
。

竹
安
災
害
対
策
基
金
条
例
の
制
定

竹
安
災
害
対
策
基
金
条
例
の
制
定

　

本
市
教
育
の
総
合
的
な
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
池
田

市
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た

め
の
条
例
制
定
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
し
て
は
、

教
職
員
の
研
修
・
研
究
を
中
心
と

し
た
教
育
研
究
所
の
内
容
と
、
子

ど
も
の
課
題
克
服
を
支
援
す
る
青

少
年
セ
ン
タ
ー
の
内
容
を
併
せ
持

つ
。

　

新
し
い
教
育
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
五
月

山
体
育
館
等
の
利
用
も
含
め
て
今

後
検
討
し
、
広
報
誌
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
手
段
で
周
知
す
る
。

　

現
在
の
教
育
研
究
所
の
跡
地
利

用
も
教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、

全
市
的
に
今
後
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
セ
ン
タ
ー
の
人

員
構
成
は
、
現
在
の
2
課
体
制
の

現
員
数
を
ふ
ま
え
、
運
営
委
員
会

も
設
置
の
方
向
で
検
討
す
る
と
の

こ
と
。

池
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

池
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

　

民
間
企
業
の
給
料
の
動
向
を
踏

ま
え
て
国
家
公
務
員
の
給
料
水
準

を
勧
告
す
る
人
事
院
勧
告
を
受
け

て
、
本
市
で
も
職
員
給
与
の
改
定

を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

既
に
9
月
議
会
で
決
定
し
て
い

る
一
般
職
員
2
％
の
減
額
に
対
し

て
、
今
回
の
人
事
院
勧
告
で
示
さ

れ
た
０
．
２
％
の
減
額
を
加
味
し

て
、
合
計
２
．
２
％
の
減
額
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
本
市
で
は
常
に
人

事
院
勧
告
の
水
準
を
上
回
る
給
料

減
額
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
勧
告
を
上
回
る
減
額
を

既
に
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
独

自
減
額
の
中
に
含
め
る
も
の
と
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、

3
月
に
支
払
わ
れ
る
退
職
金
も
減

額
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

池
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

池
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

条
例
等
の
一
部
改
正

　

池
田
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
の

拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ
た
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
開
所
か
ら

3
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
更
に
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
の
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
運
営
上
何
か
根

本
的
な
課
題
が
あ
っ
て
条
例
が
改

正
さ
れ
る
の
か
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
条
例
改
正
は

総
合
セ
ン
タ
ー
内
の
大
会
議
室
を

は
じ
め
と
す
る
7
つ
の
部
屋
に
つ

い
て
は
そ
の
ま
ま
有
料
と
す
る
が
、

17
室
あ
る
そ
の
他
の
会
議
室
は
年

間
利
用
率
も
46
％
前
後
と
空
き
が

あ
る
た
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流

の
た
め
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
と

の
主
旨
で
使
用
料
を
無
料
で
貸
し

出
す
と
の
こ
と
。

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設

置
目
的
の
範
囲
内
で
、
市
民
相
互

交
流
に
重
点
を
置
い
た
運
用
を
し

た
い
と
の
こ
と
。

池
田
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

池
田
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　12月定例会では、８件の議案を委員会付託を省略し
て本会議で審議し、いずれも全員異議なく原案どおり
可決しました。
　各議案に対する主な審議内容は、以下のとおりです。
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平
成
14
年
に
制
定
さ
れ
た
都
市

再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
施
行
に
伴
い
、

道
路
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
そ

の
引
用
規
定
の
整
備
の
た
め
条
例

改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
中
で
、
改
正
の
基
本
は

官
民
の
連
携
を
通
じ
て
、
都
市
の

再
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

道
路
占
用
許
可
基
準
等
の
見
直
し

が
図
ら
れ
た
も
の
で
、
内
容
と
し

て
は
占
用
物
件
と
し
て
掲
げ
る
ト

ン
ネ
ル
の
上
や
高
架
道
路
の
下
、

更
に
は
道
路
区
域
内
の
自
転
車
駐

輪
場
な
ど
が
対
象
と
な
る
も
の
で
、

占
用
料
な
ど
に
つ
い
て
は
現
行
通

り
と
す
る
も
の
で
す
。

　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
府
内

で
の
適
用
事
例
は
、
近
く
の
千
里

中
央
地
域
を
含
め
て
12
地
域
で
あ

り
、
本
条
例
の
本
市
に
お
け
る
適

用
事
例
は
天
神
大
橋
高
架
下
の
天

神
2
丁
目
公
園
が
唯
一
の
対
象
物

件
で
あ
る
。

池
田
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正

池
田
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
池
田
市
発
行
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
が
他
市
町
村
で
使

用
す
る
際
に
妨
げ
と
な
る
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
定
め
た
条
例
の
廃
止

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
他
の
市
町
村
に
住

所
を
移
す
場
合
は
カ
ー
ド
を
市
に

返
納
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
そ
の
カ

ー
ド
が
ど
こ
で
も
通
用
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

審
議
の
中
で
、
住
民
票
自
動
交

付
機
は
国
の
補
助
金
で
設
置
し
、

申
請
事
務
の
効
率
化
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
が
多
額
で
、
独
自
利
用

に
伴
う
費
用
対
効
果
や
自
動
交
付

機
の
稼
働
状
況
を
考
え
る
と
課
題

が
多
い
。

　

今
後
は
、
従
来
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
予
約
等
で
の
発
行
依
頼
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
共
に
、
受
領
時
間
の
延

長
な
ど
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

池
田
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
利
用
条
例
の
廃
止

池
田
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
利
用
条
例
の
廃
止

　

池
田
市
立
上
方
落
語
資
料
展
示

館
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４

条
の
2
第
6
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
た
め
、
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
は
、
公
募

に
よ
り
応
募
の
あ
っ
た
5
社
の
中

か
ら
、
5
名
か
ら
な
る
選
定
委
員

会
に
よ
り
厳
正
に
審
査
し
指
定
管

理
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
指
定
管
理
者
は
、
過
去

の
管
理
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
池

田
市
観
光
協
会
と
な
り
、
指
定
期

間
は
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
29
年
3
月
31
日
ま
で
。

　

平
成
19
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
、
23
年
の
10
月
末
で
17
万
7
千

人
弱
の
入
場
者
が
あ
る
。

　

市
立
の
観
光
施
設
で
あ
る
が
、

今
後
は
商
業
振
興
に
も
視
点
を
お

い
て
民
間
施
設
と
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。

池
田
市
立
上
方
落
語
資
料
展
示
館
指
定
管
理
者
の
指
定

池
田
市
立
上
方
落
語
資
料
展
示
館
指
定
管
理
者
の
指
定

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
、
４
４
０

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

７
１
億
４
、
４
５
２
万
円
と
す
る

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
と
し
て
は
、
老

人
福
祉
費
で
は
地
域
支
え
合
い
体

制
づ
く
り
事
業
を
行
う
た
め
の
福

祉
事
業
団
体
へ
の
補
助
金
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
費
で
は

セ
ン
タ
ー
機
能
の
再
整
備
に
伴
う

施
設
の
修
繕
料
及
び
備
品
購
入
費
、

生
活
保
護
費
の
扶
助
費
で
は
生
活

保
護
世
帯
の
増
加
に
伴
う
各
種
扶

助
費
の
追
加
、
都
市
計
画
総
務
費

で
は
都
市
計
画
図
の
修
正
・
印
刷

に
係
る
委
託
料
、
非
常
備
消
防
費

で
は
被
災
消
防
団
員
へ
の
公
務
災

害
補
償
の
た
め
の
共
済
掛
金
の
引

き
上
げ
に
伴
う
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
共
済
基
金
へ
の
負
担

金
の
追
加
な
ど
。

平
成
平
成
2323
年
度
池
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

年
度
池
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）
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○市長職務代理者提出議案及び議決の結果
議　　　　案　　　　名 議決の結果

平成22年度池田市病院事業会計決算の認定について 認定（全員異議なし）

平成22年度池田市水道事業会計決算の認定について 認定（ 賛 成 多 数 ）

平成22年度池田市公共下水道事業会計決算の認定について 認定（全員異議なし）

平成22年度池田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（ 賛 成 多 数 ）

平成22年度池田市財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全員異議なし）

平成22年度池田市老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全員異議なし）

平成22年度池田市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（ 賛 成 多 数 ）

平成22年度池田市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全員異議なし）

平成22年度池田市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定（ 賛 成 多 数 ）

処分報告について
専決第9号　平成23年度池田市一般会計補正予算（第5号）

承認（全員異議なし）

竹安災害対策基金条例の制定について 原案可決（全員異議なし）

池田市教育センター条例の制定について 原案可決（全員異議なし）

池田市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決（全員異議なし）

池田市保健福祉総合センター条例の一部改正について 原案可決（全員異議なし）

池田市道路占用料条例の一部改正について 原案可決（全員異議なし）

池田市住民基本台帳カード利用条例の廃止について 原案可決（全員異議なし）

池田市立上方落語資料展示館指定管理者の指定について 原案可決（全員異議なし）

人権擁護委員の推薦に関する諮問について 同意（全員異議なし）

平成23年度池田市一般会計補正予算（第6号） 原案可決（全員異議なし）

○議会提出議案及び議決の結果
副市長の退職の期日に関する承認について 承認（全員異議なし）

　

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
市
議
会
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
12
月
定
例
会
で
は
、市
長
職
務

代
理
者
提
出
議
案
を
本
会
議
で
質
疑
し
、
採
決

し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願

と
新
た
に
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
審
査
の

た
め
、文
教
病
院
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
は
、一
般
質
問
コ
ー
ナ
ー
と
委

員
会
レ
ポ
ー
ト
の
紙
面
を
変
更
し
て
、
各
議
案

の
審
議
内
容
を
本
会
議
ル
ポ
と
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
編
集
委
員
一
同
、
市
民
の
皆
様
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

春
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　

松
本　
　

眞

副
委
員
長　

小
林　

義
典

委　
　

員　

山
元　
　

建

委　
　

員　

安
黒　

善
雄

委　
　

員　

馬
坂　

哲
平

委　
　

員　

前
田　
　

敏

や

ま

ば

と

や

ま

ば

と

　3月定例会は、次の日程で
開催する予定です。
 3 月 5 日（月）本　会　議
 3 月 9 日（金）本　会　議
 3 月12日（月）本　会　議
 3 月15日（木）委　員　会
 3 月19日（月）委　員　会
 3 月21日（水）委　員　会
 3 月22日（木）委　員　会
 3 月29日（木）本　会　議

議会の予定議会の予定
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「声の市議会だより」を郵送で貸し出します

市内にお住まいの視覚障害のある方（障害者手帳の１・２級）に、「声の市

議会だより」を無料で、郵送により貸し出しています。

お問い合わせは議会事務局　（電話７５４・６１７０）


